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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
うめきた（大阪駅北地区）の開発計画の概要について説明する。

面積約7haの先行開発区域は、先ほど述べたとおり平成25年まちびらきの予定で、中核施設となるナレッジキャピタルにより、次世代産業の集積や、新産業の創出をめざす。

地区西側の2期開発については、現在、貨物駅となっているが、平成25年に廃止･移転される予定で、その後、更地化され、平成26年頃から開発可能となる。

2期開発区域においては、最先端の環境技術を活用した環境負荷の低減を実現する、
また、環境に関連したビジネスを創出する場を提供するなど、「環境」をテーマのまちづくりを計画している。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、環境への取り組みを紹介します。

・先に説明した、複数街区全体での水と緑への取り組みの他、環境負荷の低減、低炭素化（省ＣＯ２）への取り組みとして、「自然換気システム」、「太陽光発電」、「運転効率の高い設備機器」等を導入する計画になっています。
・また、４つの街区（駅広、Ａ、Ｂ、Ｃ）を一体開発する点を生かし、ビルエネルギーマネジメント（ＢＥＭＳ（ﾍﾞﾑｽ））をネットワーク化して、まち全体での効率的なエネルギーマネジメントを行います。
・加えて、大阪市や関経連等各関係者と連携し、タウンマネジメント（ＴＭＯ）として、エネルギー管理、公共空間管理、及びプロモーション活動を通じた省ＣＯ２のマネジメントを長期に継続していく計画となっています。

　なお、この事業は、国土交通省（住宅局）の「住宅・建築物　省ＣＯ２推進モデル事業」として、昨年の５月に採択をいただいております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に、うめきたにおける（仮称）大阪オープン・イノベーション・ヴィレッジの全体像をまとめる。

大阪市は、都市型イノベーション拠点の形成に向け、ナレッジキャピタルの中核として、（仮称）大阪オープン・イノベーション・ヴィレッジを設置する。

そして、ロボット、健康、環境・エネルギーなど、大阪のポテンシャルを最大限に発揮しながら、多様な技術シーズの創出を促進するとともに、ユーザーニーズをとらえたイノベーションの創出に取り組んでいく。
特に、新製品・新サービスの創出支援や情報発信を通じて、中堅・中小企業の成長分野への挑戦や、アジア・世界への展開を強力に支援する体制を構築していく。

（仮称）大阪オープン・イノベーション・ヴィレッジは、平成25年春の「うめきた」まちびらきと同時期に開設の予定である。そのため、平成23年度から開設準備室を設置し、先行事業に取り組みながら、25年の開設と同時に活発な活動を展開できるよう準備を進める。

大阪・関西において、自律的・継続的にイノベーションが創出される環境をつくり、地域の成長、ひいては日本の成長を牽引していくための（仮称）大阪オープン・イノベーション・ヴィレッジである。

ご関係の皆様には、引き続きご支援をいただきたい。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「（仮称）大阪オープン・イノベーション・ヴィレッジの取組みの方向性」について説明する。

「大阪・関西のポテンシャルを生かしてイノベーション創出を推進していくこと」が基本的な方向性である。

大阪・関西が強みを発揮して、ライフ・イノベーション分野およびグリーン・イノベーション分野に取り組み、可視化技術やイノベーション・デザインの活用により、それぞれのイノベーションを加速させていく。

また、異分野・異業種融合の促進やユーザーとの接点確保などを通じた事業化支援に取り組むため、（仮称）大阪オープン・イノベーション・ヴィレッジの共通基盤的な機能として、イノベーション支援機能を構築していく。
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